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1.研究の背景と目的 

 鉄道は公共性の高い交通機関であり,駅利用者が安全円

滑に駅を利用できるようにすることは重要である。しか

し,少子高齢化やモータリゼーションの進展は無人駅の増

加を招き,駅の安全性,利便性の低下が問題となっている 1)。

そのようななか,鉄道事業者による,駅の無人化への対策

として,駅業務を地元企業へ委託するなど地域と連携する

ことで駅の利便性を確保するといった駅運営の動きも見

られる 2)。 

 また既往研究 3)でも,地方都市の駅において,駅が地域の

施設と連携することによって目的が異なる駅利用者同士

の交流が生まれることが明らかになっている。 

 そこで本研究では,前稿その 1で明らかになった JR九州

久大本線37駅の駅機能による分類に,駅周辺の調査結果を

照合し,分類に応じた駅舎の利活用方向性の検討を行うこ

とを目的とする。 

2.研究の方法 

駅との連携が見込まれる駅周辺の施設・資源数を調査

することで当該駅周辺の地域ポテンシャルが生活寄りな

のか,観光寄りなのかを明らかにする。また,各駅の駅勢圏

における人口や年齢構成を調査することで利用者属性

の傾向を明らかにする(3 章)。そしてこれらの調査結果

による駅の分類と前稿その１で明らかになった駅機能に

基づく駅分類をクロス集計することで,分類ごとの駅の特

徴を考察し,利活用方針を検討する(4 章)。 
3.駅周辺に基づく駅の類型化 

3.1 調査項目の概要 
JR 九州久大本線 37 駅の「駅周辺」の特徴を表す 15 の

調査項目を表１に示す。「生活施設」として「医療」など

の 8 項目を,「観光施設・資源」として「自然資源」など

の 5 項目 4)注 1)を選定した。なお,商店街については,「生活

施設」と「観光施設・資源」の両方に該当するとしてダ

ブルカウントした。また,「駅周辺の人口構成」の調査項

目として「人口」「高齢化率」「生産年齢人口率」の３項

目を選定した。図 1 に示すように,調査範囲は,駅を中心に

半径 2km 注 2)として GIS を用いて調査項目に該当する施設

数,資源数を調査した。また,「生活施設」と「観光施設・

資源」それぞれの数の合計を当該駅の得点とした。「駅周

辺の人口構成」の「人口」「生産年齢人口率」「高齢化率」

は,調査範囲を半径 1km 注 3)に設定し,250m のメッシュを按

分することで算出した注 4)。 
3.2 「生活施設」「観光施設・資源」「駅周辺の人口構成」

による駅の
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表 1 調査項目と調査概要 大項目 概要
一般行政 役所/郵便局/シンボルロード

医療 病院/診療所/医院/保健所
福祉 児童福祉施設/老人福祉施設/障害者福祉施
教育 幼稚園/小中学校/高校/大学/専門学校
運動 運動施設
公園 都市公園

-
駅勢圏内の15～64歳割合
駅勢圏内の65歳～割合

図書館/文化ホール/公民館/
生涯学習センター

商店街

調査項目

駅と連携の
可能性がある
施設・資源
（半径2km）

生
活
施
設

文化

商店街組合

観
光
施
設
・
資
源

自然資源
山岳,高原・湿地,原野/湖沼/河川・峡谷/
滝/海岸・岬,岩石・洞窟/温泉（入浴施設）

身体的人文資源1
（文化財・建築物）

神社・寺院・教会/城跡・城郭・宮殿/
庭園・公園/橋・塔/史跡/建造物（文化財）

駅周辺の
人口構成
(半径1km)

全体の人口
生産年齢人口率
高齢化率

身体的人文資源2
（文化）

年中行事（祭り・伝統行事）/食（飲食店）

相対的人文資源 動植物園・水族館/博物館・美術館,
テーマ公園・テーマ施設/イベント

図 1 調査範囲とメッシュデータの利用例 

日本建築学会大会学術講演梗概集 

（九州） 2025 年 9 月 

 

―621―

7311



 
*大分大学大学院工学研究科博士前期課程 
**大分大学 理工学部理工学科建築学プログラム・

准教授 博士（工学） 
***大分大学大学院工学研究科博士後期課程 

* Graduate Student，Oita Univ. 
** Associate Professor, Div. of Architecture, Dept of Science and. 

Technology, Faculty of Science and Technology, Oita University, Ph.D 
*** Graduate Student，Oita Univ. 

 

す。図 2 には,「生活施設」と「観光施設・資源」の回帰

直線を赤線で示しており,この回帰直線の上側に分布する

駅（n=11）を観光ポテンシャル型 ,下側に分布する駅

（n=26）を生活ポテンシャル型とした。 
 次に,図 3 に駅周辺の「人口」を X軸に「高齢化率」を

Y軸とした各駅の散布図を作成し,各軸の平均値を赤線で

示す。その結果, 人口が平均よりも高く,高齢化率が平均

よりも低い駅(n=9)と人口と高齢化率が共に平均よりも低

い駅(n=11),人口が平均よりも低く,高齢化率が平均よりも

高い駅(n=17)の 3 つに分けられることがわかった。 
４．駅利活用方向性の検討 

駅の特徴に応じた駅舎の利活用方向性を明らかにする

ために,前稿その 1で明らかになった「駅機能」による 4つ
の分類と本稿の「駅周辺」による 6 つの分類の結果をクロ

ス集計した。その結果,JR 九州久大本線 37 駅は 10 グルー

プに分けることができた。（表 2）。 
10 グループのうち,駅舎の利活用によって地域の交流が

期待できるグループと特に安全,円滑な駅利用が求められ

るグループの利活用方向性を検討する。 
【観光ポテンシャル（人口：少/高齢化率：低）× 低整備

多用途型】(網掛け赤)人口は少ないものの高齢化率が低く

駅周辺に観光資源が多く存在することが特徴である。こ

のグループは,地域外からの来訪者に向けた自然資源など

の観光資源の広告を行う情報拠点としての活用や,子育て

支援施設,コワーキングスペースの設置といった若年層に

向けた駅舎の利活用の可能性が考えられる。 
【生活ポテンシャル（人口：少/高齢化率：高）× 安全重

視型】(網掛け青)人口が少なく高齢化率も高い。また,図 2
と併せ見ると,野矢駅や天神山駅といった,生活ポテンシャ

ル型の中でも生活施設数が少ない駅が属していることが

わかる。よって,駅として安全円滑な利用が求められるも

のの,他の分類に比べ生活施設数が少なく,地元企業を誘致

するテナント入居を図るような,地域との連携が難しいと

考えられる。そこで,駅が地域の拠点となるような,集会所

などの住民の滞在空間を設けることで,地域における駅の

必要性や駅の安全性を確保するような利活用の可能性が

考えられる。 
5．総括 

  本研究では,前稿その１の結果に加え,駅周辺における

「生活施設」と「観光施設・資源」の数を調査すること

で駅舎の利活用可能性を検討するための駅の分類を行っ

た。その結果,久大本線 37 駅を 10 のグループに分類し, 
駅舎の利活用によって地域の交流が期待できるグループ

と特に安全,円滑な駅利用が求められるグループの利活用

方向性を検討した。 
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図 2 生活・観光ポテンシャルによる駅の散布図 

図 3 人口・高齢化率による駅の散布図 

表 2 駅機能と駅周辺による駅分類のクロス集計 
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